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JAICOWS総 会・ 講 演 会・シンポ ジ ウムのお知 ら せ

下記の要領で 」AICOWS総 会と講演会 、シンポジウムを開催します。 多数の皆様のお集ま

りをお待 ちしています。

JAICOWS会長 原ひ ろ子

日 日寺 :2005年 3月 28日 (月 )

場 所 :専修大学 7号館 3階 731教室 。7階 774教室

11:00～ 12:00 」AICOWS役員会  (774'数 室 )

13:00-14:00 JAICOWS総 会    (774教 室 )

14:00～ 14:40 講演会  (731教室)

大倉多美子 (慶應義塾大学先 端医科学研究所教授)「生活習
J慣病 と東洋医学」

14:50～ 16:30 シンポジウム  (731教室 )

テーマ「変容す る男性のジェ ンダー観」

長野ひろ子 (中央大部 済学部教D「明治前期男性ジャーナ リス トのジェンダー観」

江原由美子 (東京都立大学人文学部教授)「現代都市在住男性 のジェンダー観」

総会出欠の有無・委任状を同封のはがきで 3月 22日 までにご返送 ください。

日本学術 会 議の動向 こつ いて

日本学術会議の動向について概略を知 るためにちょうどよい総会報告が第2部のニュースレ

ターにあ りましたので、広渡先生のご許可を得て抜粋 して掲載させていただきます。

日本学術会議 秋期総会 (第 143回 )の報告

(「 日本学術会議第2部ニュースレター第19期第6号」2004年 12月 24日 発行より引用 )

広渡清吾 (東大教授、 日本学術会議第2部長)

I.秋期 総会の報告

2004年 10月 26,27日 に 日本学術会議 の秋

期総会 (第 143回)が開催 されました。

日本学術会議は、ニューズレター第4号でご

報告した ように日本学術会議法の改正に基づい

て来年 10月 から新体制 が発足するので、これ

を控 えて、今期第19期における活動 を とりま

とめながら、同時に新体制の円滑な運営に資す

るための準備を進めています。総会ではこれら

について報告と活発な議論が行われま した。
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1)今期にお ける活動の現在 の焦点は、総

合的な研究テーマごとに設 け られた7つ の特

男り委員会 (「 子 どもの心」、「安 全 。安心な世

界 と社会の構 築」、「循環型社 会 と環境問題」、

「若者の理科離れ」、「大都市 をめぐる課題」、

「人口。食料・ エネルギー」、「生命倫理」)の
活動であり、 また、継続中の 「第2期科学技

術基本計画」 (2001‐ 2005)の 成果のレビュ

ーおよびこれ か ら策定予定の 「第3期科学技

術基本計画」 に対する提案等 の検討です。

特別委員会 は、それぞれのテーマにしたが

って審議を行 い、公開シンポ ジ ウムの開催な

どを通じてその成果を社会 との交流において

活かしなが ら、最終的には 「対外報告」を と

りまとめて、必要な政策提言 を関係各機関に

行 うことを課題 にしています 。 これら7つ の

委員会の活動 は、大きな一つ の括 りの下に、

日本学術会議 の社会への提言 としての意義 を

もつものとな るように位置づ け られています。

第2部は、「安全 。安心な世界 と社会の構築」

特別委員会を担 当しています が、同委員会は

2005年 1月 28日 午後に日本学術会議講堂で公

開シンポジウムを開催する予 定です。

「科学技術基本計画」は、 1995年制定の科

学技術基本法 に基づいて政府 が策定するもの

です (法9条 「政府は、……科学技術の振興

に関する基本 計画を策定 しな ければならな

い」)。 もとも と科学技術基本 法はその振興の

対象とする施策領域を「科学技術 (人文科学

のみに係わる ものを除く)」 (こ こでの「人文

科学」は社会科学を含む趣 旨)と 規定してい

ます (法 1条 )。 しかし、科学技術基本計画は、

大学における研 究のシステムや あり方、財政

システムな ども施策の対象に しており、また、

総合科学技術 会議の発足 (2001年 1月 )以降

は、「自然科学 と人文 。社会 科学を総合 した

科学技術を対象」として議論 が行われるよ う

になつています。

人文 。社会科学、法学・政 治学を発展させ

る立場から、科学技術基本法 と基本計画の体

制およびそ の具体的な内容 をどのように位 置

づけるかは重要な課題 となっています。 この

課題は、政 策的にどのよ うに対応するか とい

う問題であ ると同時に、 日本の学術体制 の基

盤を分析す るという研究課題でもあります。

日本学術会議では科学技術基本計画に関す る

「レビュー委員会」が設置 されており、そ こ

ではこうした問題意識 も含 めて議論が進 め ら

れ、第2期の レビューと第 3期への提言がま と

められる予 定です。これ に関連して、第 2部

の基礎法学 。比較法学の合 同研究連絡委員 会

では、科学技術基本法体制 についての調査研

究を行 うこ とを課題にして取 り組んでいます。

2)新体 制 に向けての準備 については、 日

本学術会議 会長のもとに外部の有識者 6名 か

らなる「日本学術会議の新 しい在り方に関す

る懇談会」 が設置され、 ここに学術会議 の各

部、各常置委員会等の意見 を集約して報告 を

とりまとめ、これを新学術会議に引き継 ぐこ

ととなって います。

懇談会 は 、2004年 10月 に活動を始めま し

た。懇談会 の委員は次の通 りです。

遠藤  実 東京大学名誉教授

大谷  実 学校法人同志社総長

土居範 久 中央大学理工学部教授

原ひ ろ子 放送大学教授

古田勝 久 東京電気大学教授

森脇和郎 理化学研究所バイオリソー ス

センター所長

各学協会 および各研究連絡委員会の意見 も

各部などを通 じて懇談会 に提出することがで

きます。懇 談会の検討事項 としては、①連携

会員の在 り方等、②国際交流活動の在 り方 、

③学術研究 団体との連携 の在 り方、④政策提

言機能の発 揮の在り方、⑤幹事会 (現在 の運

営審議会 に代わつて設置 される学術会議 の運

営機関)― の 輸 会からの)権限委任事項等、

⑥部会の位 置づけ (現在 の7部会が3部会 にな

る)、 ⑦委 員会の役割・ 編成・構成等、が予

定されてい ます。
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第2部では、学協会や研連からの意 見 もお

聞き しながら、拡大役 員会 (部長・ 冨1部長・

幹事お よび在京会員)で審議を行い、第 2部

の意見 を とりまとめて懇談会に提出す る方針

です。

上記 の検討事項のなかでとりわけ重要なの

は、学術研究団体との連携の在り方です。前

号のニ ューズレターで も指摘しました よ うに、

これについては学術会議側の制度的な対応と

ともに、学協会側のボ ランタリーなイ ニシア

チブが求 められている と考えられます。今後、

この課題 については第 2部 としてとくに重要

視 して検討を進めます 。 これに関 して第 2部

から学術会議の7つ の部 の情報交換 と交流の

機会を持つように運営審議会で提案をいたし

たところです。

Ⅱ.新 日本学術会議の会員候補者の選 考 につ

い

~C

新 日本学術会議の会員候補の選考について

は、改正法に基づき、 8月 に「日本学術会議

会員候補者選考委員会 」が発足し、活動 を始

めま した。この選考委員会は、日本学術会議

会長が任命した30名 の委員からなり、委員長

には吉川弘之氏 (前 日本学術会議会長 )力 就`

任 しています。

選 考委員会は、各領域毎に専門委員を任命

して選考の具体的作業を進めています。現在、

選考委員会は、選考作業の重要な一環 として、

各学 協会に対して会員候補者に関わ る情報提

供の依頼を行つています。依頼の内容は、学

会の会員数に応 じて情報を提供すべ き科学者

の数 が指定され、かつ、そのなかに地方在住

者 (東京圏に在勤 。在住していない者 )、 若

手科 学者 (会員 とな るときに50歳未満 )、 女

性科 学者、および実務経験者 (現在 実務に従

事、 または10年以上の実務経験者)について

一定割合を含むべ き ことが要請され ています。

この依頼は、各大学・研究機関に対 しても行

われ ていますが、 この場合には依頼数は一律

3名 となっています。

この科学者情報の提供依頼は、会員選考に

とどまらず、その後の連携会員選考にも資料と

する という位置づけを与えた上で行われていま

す。 こうした情報提供依頼のシステムは、新日

本学術会議が発足 したあとの会員選考・連携会

員選考について、また、新学術会議 と学協会と

の連携関係を考える うえでの重要な先行経験と

なるものと思われますので、各学協会に積極的

な対応をお願いしたいと存じます。

日本学 術 会議会員 に ついての要 望 書の提出 に つ いてご報告

Jaicowsの ニュース レター前号に掲載 しました戒能 通厚日本学術会議冨1会長から第 2部会員

にあてたお手紙にあ りま したように、 日本学術会議改 正法が可決 され 、2004年 8月 に 「日本

学術会議会員候補者選 考委員会」力`発 足 しました。 この選考委員会 メンバーは、以前お知ら

せ した よ うに、現 日本 学術会議黒川 清 会長が学士院 会長、薬師寺泰蔵議員などと協議 し任命

するとされていました が、その後、 メ ンバーが確定 しました。30名 の委員からな り、委員長

には吉り|1弘之氏 (前 日本学術会議会長 )が就任され ま した。そこで Jaicowsは昨年 9月 27日

に臨時役員会を開き、 日本学術会議会員候補の選考 にあたつて女性 の割合を 3割にす ること

につレヽての要望書を選 考委員会などにあてて提出す ることに決定致 しました。要望書は黒川

会長 あて、薬師寺議員 あてのほか、他 の選考委員に もなるべくお知 り合いの Jaicows会 員か

ら説 明 しつつお渡 しす るようにしま した。あて先に よつて若干要望 書の文面は異 な りますが、

委員長 あての縮小コピーを掲載します。
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=~書
「日本学術 会議会員候補者選考委員会」委員長

吉 り|1弘 之 殿

平成 16年○月 ○ 日

女性科 学研究者の環境 改善に関する懇 談会 (」AICOWS)
会長 原ひ ろ子

(日 本学術会議第 17,18期第 一部会員、第 18期第一部副部長、

第 16, 17,18期文化人類 学・民俗学研 究連絡委員会委員 )

(放送大学教授)

」AICOWS総会出席者 一同

日本 学 術会議会 員 候 補者の女 性 比率を 3割以 上とする こ と について

日本学術会議会員候補者選考委員会におかれましては、今後の日本にお ける学術の進展 と

学術と社会 との密接な関係性の構築をは じめ、学術研究者 の役割と責任 に関し幅広い見地に

お立ちにな り日本学術会議法改正法に基づ く日本学術会議 の会員候補者 の選考にあた られて
いることに深い敬意を表 します。

私ども 」AICOWSは、 日本学術会議会 員および研究連絡委員会委員の女性メンバー (現 。

前・元)に よ り構成され る任意団体で、学術の世界にお け る男女共同参 画 の推進のた めの活

動をいた してお ります。21世紀の持続可能 な地球社会の構築のためには 、国内的にも、国際

的にも、男 女共同参画の視点が重要不可欠 であると認識 され ております。

この度、 日本学術会議法改正法に基づ き、

おける男女 共同参画の推進 にご配慮いただ け

す。

日本学術会 議 会員候補者 の 選 出に際し、 学 術 に

ることを確 信 しつつ、下記 の 件を要望い た しま

記

1.日 本学術会議会員候補者 の女性比率を 3割以上とす る こと。

ジェンダ ー関連の学会 、 シンポジウムなどのご案 内

いくつか寄せられた ご案内を順不同で掲載します。

1.ジ ェ ン ダ ー法学会 を 傍聴 しませ ん か

2003年 に、「ジェンダー法学会」が設 立 されました (事務局、立命館 大学法学部二宮研究

室)。 これ までジェンダー の視座の導入が遅れていた法学 分野 (日 本学 術 会議でいえば第 2

部)に も、 ジェンダー法学 という新しい学 問領域が切 り拓 かれたことに よって、ようや く新

しい風が吹 き始めました。



い
き
な
り
PD
F 
評
価
版

い
き
な
り
PD
F 
評
価
版

2003年 12月 には第 1回の学術総会が開かれ、早稲田大学にて、①「ジェンダー法学教育

の現状と課題」、② 「女性差別撤廃条約」とい う 2つのシンポジウムが行われま した。この内

容は、機関誌『 ジェンダーと法』第 1号 (日 本加除出版)に掲載 されています。

2004年 12月 には、専修大学にて、①「人身売買防止法をめ ぐつて」、② 「暴力とジェンダ

ー :法的視座の転換」という 2つのシンポジウムが行われま した。現在、この内容は『ジェ

ンダーと法』第 2号にとりまとめ られようとしています。

さて、2005年 12月 3日 (L)と 4日 (日 )は、東北大学で、第 3回 目の学術総会が行わ

れます。シンポジウムのテーマは、①「男女共同参画政策の検証」、②「少子化社会のジェン

ダー法学的分析 :労働 。家族 。自己決定」です。詳しいことは、そのうちに、ジェンダー法

学会のホームページ (http7/wwwsoC.nii.ac.jp/genderlaw/)に 掲載されますので、ご覧くだ

さい。どなたで も傍聴は自由です。法学の分野で どのような議論が行われているか、皆さん

もちょつとのぞいてみませんか。

2。 ジェンダ ー史学会 公開 シンポジウム のお知らせ

(早稲田大学  浅倉むつ子 )

シンポジウム   「戦争体験 と記憶」

日  時 :2005有三5月 22日  (日 )  13:00^V16:00

会 場 :中 央大学駿河台記念館  280号室

(東京都 千代田区神田駿河台 3‐ 11‐ 5)

」R御茶 ノ水駅 。地下鉄新御茶ノ水駅徒歩 3分 )

報告者 :香川 檀 (武蔵大)、 永原陽子 (東京外大 )、 米田佐代子 (ジェンダー史学会参与)

モデレーター :田丸理沙 (フ ェ リス女学院大 )、 早川紀代 (ジェンダー史学会理事)

(中央大学  長野ひろ子 )

3。 21t野己の社会とジェンダー研連主催のシンポジウムのご案内

シンポジウム  「ジェンダーと期 の安剣胴

日 時 :2CX15年 6月 4日 (土) 13:00～ 17:00

会 場

主 催

共 催

神戸大学六甲台キャンノくス・フロンティア館 3階 (プレゼンテーションホーノ→

日本学術会議 胞lt螺己の社会とジェンダー」研類黎倭員会

刺 リピ≠COEプログラム 「男女共同外軒社会の法と政策―ジェンダー法。政保硼院センター」

プログラム

開会妙  浅倉むつ子 鬱1世紀の社会とジェンダー研鎚 絡委員会委員長、早稲田大〕

第一部   「ジェンダーと人間の安全保障 :喫台と洵

司会者  ロニー・アレキサンダー (神戸大〕

コメンテーター 初瀬龍平 佛部好 大→

羽後詩   (中部大学)   「国際関係論の観点から」
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岡野人代 に五命館大→   り畔湖論の観点か ら」

第二部   「ジェンダーと人間の安全保障 :地域か らの視′点」

司会者 岡本三夫 は島修道大学)

コメンテーター ,青晰 は姿 大勃

中西久枝 (名古屋大勃   「中東確 の見点か ら」 (交渉中)

戸田J謝己子 (理 学) 「アフリカ砒 の視 点から」

柄谷利恵子 (九州大り   「EU研究の視ほか ら」

総合論

閉会妙 まとめ 。土佐弘之 (神戸大→

(浅倉むつ子 早稲田大→

」aicows会員一覧

順不同敬称吼 細かい所属については第二者にはわかりにくいところもあり、大学院との区局Jを含めて省略

させていただきました。まちがいなどありましたら、事務センターまでご一報 くださレЪまた情報管理にご

7節獣ください。

剖 p真智子 僚都文京大)    秋吉 祐子 (聖引院大)    浅倉 むつ子 (早稲田大)

芦澤 玖美 (大妻女子大)     阿部 軒  (青山学院女子短太)阿 部 格 l14教大)

池田 裕恵 錬滞斯口女学院力    石井 摩耶子 結萌む婢学園大)  石り|1 幹子 (慶擁諄艶:塾大)

石田 瑞穂 (防災科学技術総合の   磯野 弥生 C東京麟 大)    市り|1 須美子 (獨協力

一番ヶ瀬 康子 (長崎純心大)   伊藤 セツ 0召和女子大)   井上 輝子 帥光大→

新  不二子 睫気通信大)    岩見 照代 優澤大)     上野 縦  鰈疎大 )

7畔 郁子 (日本女子大)     大隅 正子 (日 本女子大)   太田 嚇  (専修大)

大野 濠             岡田 依里 (横浜国立大)   小川 智子 皓

―

)

加賀谷 淳子 (日本女子体育大)  柏木 恵子 (文京読 )   力日藤 春恵子 厳 女子大)

力藤  万里子 優曲 大)    岸 玲子 (lm道大)     岸本 美緒 錬京大 )

木野内 清子 伏妻女子大)    窪田 嚇  (中部学院大)   栗原 尚子 (お茶の水女子大)

黒田 玲子 錬陳大)       桑原 洋子 礎谷大)     玄番 煉  (関西医科大)

イ池 裕子 ljLり‖大)      郷 通子 帳浜′ヾイオ大 )

ガ湘( 不日子 α団法人日本訂鋳経瀾研知所)             月ヽ松 7舒 (聖路カロ看護大)

酒井 シヅ 0囲謹大)      酒井 野 倣送大)     坂倉 照好

桜井 万里子 煉東大)      佐々木 軒 鯛 トヨタ コンポン研究所)

颯田 葉子 (総釧 究大学院力    佐藤 躊 微送大)     猿橋 肝 畷 ビ託形議会)

重定 南奈子 捺良女子大)    島田 淳子 0研口女子大)   島村 ネL子 (津田塾大)

志村 純子 (国立興却研究所)   下村 道子 (た奏女子大)   鈴木 益子 lrn台真菌罰駿

"
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富樫 茂子 (産        ) =器 屋 由紀子 (江戸川大 )

関根 理香 (静岡大)

田端 光美 (1ヒ九州市立カ

鳥居 淳子 働 大詢

中島 明子 (不口洋女f大)

中間 美砂子 (國學院大)

口 |1純子 α虫協力

丹羽 雅子

畑江 敬子 (お茶の水女子大)

原 ひろ子 (激送大)

日里り‖ 青籍村芝 (夕百苑箋た)

松本 禾口子 (早稲 田カ

宮本 美の子

森島 啓子 厳 農業大)

酪 いづみ 錬味大)

水村 和枝 銘 古屋大)

宮城 妙子 (宮城県立がんセンター研知つ

袖井 孝子Iお茶の水好 大)

田村 すず子 (早稲田大)

餅 道子 (刺辞芸大 )

長野 ひろ子 lrF蜘

波平 恵美子 (跡の水女子大)

西原 鈴子 錬陳女子大)

野口 哲子 (奈良女子大)

馬場 所 Q細亜大)

春山 成子 (斬:田ガ

平木 典子 (日 本女子大)

三田村  雅子 (フェリス効 )

室伏 きみ子 (お茶の水女子大)

安り|| `悦子 (福山市立女子短吠 )

林 弘=子 (福岡カ

森下 郁子 (大阪産業大)

岩井 宜子 輛修大)

和田 淑子 (関東学院大)

神長 百合子 鱒修大)

山本 洋子  (岡山大)

小舘 香椎子 (日 本女子大 )

屋富祖  昌子 鯨球大)

佐藤 や よい 憫西大)

高野 カロ寿恵 錬京女刊医科対

田村 照子 (刻臓 子大)

時子山 ひろみ (日 ラ村矢子大)

中川 昌子 (神奈り‖大)

中濱 信子

西尾 成子 (日 本大)

西村 多新 伏嚇 業大 )

畑井 朝子 輌館短期大 )

林 雅子

樋口 康子 (M嚇十字看護カ

男崎  恵子 船山頼 女子大)

松田 侍 徳島大)

=宅 興子 (梅花女子大 )

毛里 和子 (晰田大)

瓢 度子 賦劇 |1好大 )

笠   耐 (上智大)

中山 栄子 (昭和女子大 )

稲垣 千代子 (関西医科大 )

長谷りII 員理子 (早稲田大 )

高木 都 (奈良県立酬 大)

菅原 美子 け京大)

伊き ちぐさ は劇 |1女子大)

井上 不口子 榊田外語大)

藤 満子 (判的 醐大 )

長崎 暢子 帷谷大)

瀧田 佳子 鰊京カ

羽場 久み子 (法政カ

江原 由美子 錬京都立大)

洵崎 和子 鰊京成徳大)

小澤 紀咲子 錬京学芸大)

増井 光子 (横浜市よこはま動物園)松 岡 明子 (共立女

“

霊期大)

山口 規容子 (恩躊 母予愛育会総合酢刊剰建センター)

山下 香枝子 帳外

―

)  山本 雅代 (関西制完→

加地 方子 (京都あ晴大) 楔野 カツコ (お茶の水女子大)

財 寸 幸子  (国立天文台野辺山宇宙電波観測所 )

陶山 容子 (島根大) 馳  美智子 鮮 大)

今村 清子 (横浜市立市民病院)   水田 ネ羊代 l■
llll大

)

久保田 智鳶味J ①epartment ofPhntScienoes)

斎藤 不日子

大島 範子 錬 邦大)

辻村 みよ子 錬 北厳 )

望目 時  (理化輌麟所 )

青柳 みどりgD国コ馳罰形薔斤)

離 タカ子 は城カ

相馬 方枝 α虫立行難 人産業技術鑑湖究所 )

吉田 薫 (凍東大)

離 民江 (お茶の水好 大)
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縫 等会揚の制傷崚諄申田校舎へのアクセス

0住 所   〒101‐8425東京請印綱 区神 田神保町 3‐8

・周辺インフォメーション  棘 ドーム、日榔 館、古本屋街、スポーツショッカ

・水道橋駅 l」Rl西日より徒歩7分

・九段¬駅 (地下鉄/東西線、都営新宿線、半蔵Fl繊 出口5よ り徒歩 3分

・神保町駅 (地下鉄/都営三田線、都営新宿線、半蔵門線)出口A2よ り徒歩 3分

連絡先 :刻督ギ証形礎の環境改善に関する懇談会 lJAICOWS)璽義務局

〒 101‐8425東京都千代田区神田神保町 3‐8 専修大学法科大学院 岩井宜子
lb1  03‐ 3265‐ 6917    Fa 03‐ 3265‐ 6962

E‐ln』  ths0494@isc.senshu‐ u.acJp
htO://S― iSe.hc.keio.acjp/―ma性

“

ai00WJ

訪 センター :〒 105‐CX101 東京静神嚇フ 門 3‐ 7‐2大橋ビル 株式雑 ワール ドプランニング
T31 03‐ 3431‐3715  Fax 03‐ 3431‐3325 E‐mail worldomed.email.nejp

郵便務副黍 口座番号  CX1100‐ 8‐542793


